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建設工事の入札制度に係る説明会 

資 料 
 

 

 

 

 

次 第 

  １．開会 

 

  ２．契約部説明 

    ・総合評価方式の見直し（案） 

    ・現場代理人の常駐義務の緩和 

    ・総合評点の見直し 

    ・条件付き一般競争の入札参加条件に係る総合評点の上限設定（試行） 

    ・設計金額 500 万円未満の工事での条件付き一般競争入札の適用（試行） 

 

  ３．閉会 

 

 

平 成 ３０年 １月 ２３日 

下関市契約部契約課 
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１．総合評価方式の見直しについて 

 

 

 

   平成２９年 ５月 下関市土木建築協同組合陳情書提出 

 

         ８月 下関市商工会（建設業者）との意見交換会 

            下関商工会議所（建設部会）との意見交換会 

 

        １１月 下関市公共工事改革推進委員会幹事会 

 

        １２月 下関市公共工事改革推進委員会 

            下関市総合評価審査委員会 

 

   平成３０年 １月 見直し【案】の決定 

 

         ２月 下関市入札監視委員会 

            （地方自治法施行令第１６７条の１０の２第４項の

規定に基づく学識経験者からの意見聴取） 

          

         ３月 関係要領等の改正 

 

         ４月 新制度施行 

 

 

 

 

 

 

検討経過・今後の予定 
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（１）総合評価方式の適用に関する具体的運用基準の見直し【案】 

① 総合評価方式の適用基準 

設計金額 総合評価方式の型式 

原則７０００万円以上５億円未満 特別簡易型 

原則５億円以上 
簡易型（技術的工夫の余地が大きい場

合は、標準型を適用。） 

  

② 具体的運用基準の見直し 

 現在 見直し【案】 

営
繕
系
工
事 

【3000 万円以上 7000 万円未満】 

原則として、総合評価方式は適用しな

い。ただし、技術的工夫の余地が大きく、

下関市総合評価審査委員会において、総

合評価方式を適用することが適当とさ

れた工事については、特別簡易型を適用

する。 

【3000 万円以上 5000 万円未満】 

 原則として、総合評価方式は適用し

ない。ただし、技術的工夫の余地が大

きく、下関市総合評価審査委員会にお

いて、総合評価方式を適用することが

適当とされた工事については、特別簡

易型を適用する。 

 

【5000 万円以上 7000 万円未満】 

災害復旧工事など緊急な工事着手

が必要な工事を除き、設計金額 5000

万円以上の工事については、特別簡易

型を適用する。 

 緊急な工事着手が必要な工事のう

ち、災害復旧工事以外の工事について

は、下関市総合評価審査委員会におい

て、総合評価方式の適用を審議する。 

土
木
系
工
事 

【3000 万円以上 5000 万円未満】 

 原則として、総合評価方式は適用しな

い。ただし、技術的工夫の余地が大きく、

下関市総合評価審査委員会において、総

合評価方式を適用することが適当とさ

れた工事については、特別簡易型を適用

する。 

【5000 万円以上 7000 万円未満】 

災害復旧工事など緊急な工事着手が

必要な工事を除き、設計金額 5000 万円

以上の工事については、特別簡易型を適

用する。 

 緊急な工事着手が必要な工事のうち、

災害復旧工事以外の工事については、下

関市総合評価審査委員会において、総合

評価方式の適用を審議する。 
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（２）評価項目の見直し【案】 

 

① 評価項目「過去２年間の下関市発注工事における工事成績評定点（同種

工種）の平均点」の見直し 

 

〇 建築一式工事の場合、過去４年間の平均点を評価する。 

  〇 評価基準の点数の区切りについて、優良工事事業者表彰制度（１号該

当は８０点以上）や指名停止等措置における粗雑工事（６０点未満で改

善計画書の提出がない場合等）との整合を図り、１点ずつ引き下げる。

ただし、過去の平均点の分布状況に基づき、必要な場合は見直すものと

する。 

〇 平均点が５９点以下の評価点を、特別簡易型の場合は－０．５点、標

準型・簡易型の場合は－１点とする。 

 

現行 

 

 

 

 

 

 

 

見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

特別簡易型 簡易型 標準型

８１点以上 2 4 4

７６点以上、８０点以下 1.5 3 3

７１点以上、７５点以下 1 2 2

６６点以上、７０点以下 0.5 1 1

６１点以上、６５点以下、又は実績なし 0 0 0

過去２年間の下関市発注工事
における工事成績評定点（同
種工種）の平均点

評価の細目
評価点（配点）

評価基準

特別簡易型 簡易型 標準型

８０点以上 2 4 4

７５点以上、７９点以下 1.5 3 3

７０点以上、７４点以下 1 2 2

６５点以上、６９点以下 0.5 1 1

６０点以上、６４点以下、又は実績なし 0 0 0

５９点以下 -0.5 -1 -1

評価基準
評価点（配点）

評価の細目

過去２年間の下関市発注工事
における工事成績評定点（同
種工種）の平均点

※建築一式工事の場合は、過
去４年間の平均点とする。
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② 評価項目「男女共同参画に関する取組（=女性技術者の雇用）」の見直し 

 

  〇 これまで企業の地域貢献度で評価していた「男女共同参画に関する取

組」を、企業の技術力において、「担い手確保の取組」として、女性技術

者の雇用及び若手技術者の雇用を評価するよう改める。 

 

現行 

【地域貢献度】 

 

 

 

 

 

 

見直し案 

【企業の技術力】 

 

 

 

 

 

 

 

（備考） 

若手技術者・女性技術者について 

  監理技術者又は主任技術者となり得る国家資格を有する者とし、３か月以

上雇用している場合に評価する。 

 

 

 

特別簡易型 簡易型 標準型

女性の技術者を雇用している 1 1 －

雇用していない 0 0 －

評価の細目 評価基準
評価点（配点）

男女共同参画に関する取組

特別簡易型 簡易型 標準型

Ａ及びＢの両方に該当する 1 1 －

Ａ又はＢのいずれか１項目に該当する 0.5 0.5 －

Ａ及びＢのいずれにも該当しない 0 0 －

Ａ 若手技術者の雇用

Ｂ 女性技術者の雇用 女性の技術者を雇用している。

評価の細目 評価基準
評価点（配点）

担い手確保の取組

満３５歳未満の若手技術者を雇用している
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③ 評価項目「過去８年間の主任（監理）技術者の同種工事（公共工事）の

施工経験の有無」の見直し 

 

  〇 特別簡易型及び簡易型については、評価点を２点から１点に引き下げ

る。 

 

現行 

【企業の技術力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

見直し案 

【企業の技術力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特別簡易型 簡易型 標準型

指定金額以上の施工経験あり 2 2 2

指定金額の２分の１以上の施工経験あり 1 1 1

指定金額の２分の１以上の施工経験なし 0 0 0

評価の細目 評価基準
評価点（配点）

過去８年間の主任（監理）技
術者の同種工事（公共工事）
の施工経験の有無

特別簡易型 簡易型 標準型

指定金額以上の施工経験あり 1 1 2

指定金額の２分の１以上の施工経験あり 0.5 0.5 1

指定金額の２分の１以上の施工経験なし 0 0 0

過去８年間の主任（監理）技
術者の同種工事（公共工事）
の施工経験の有無

評価の細目 評価基準
評価点（配点）
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④ 評価項目「障害者の雇用状況等」の見直し 

   

  〇 これまでの「障害者の雇用」、「更生保護の協力雇用主登録」及び「消

防団協力事業所の登録」の３項目に、新たに「やまぐち男女共同参画推

進事業者の認証」及び「地域貢献活動の実績」２項目を加える。 

  〇 評価項目（細目）の名称を「障害者の雇用状況等」から「その他の取

組」に改める。 

 

現行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見直し案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別簡易型 簡易型 標準型

Ａ～Ｃのいずれか２項目以上に該当する 2 2 －

Ａ～Ｃのいずれか１項目に該当する 1 1 －

Ａ～Ｃのいずれにも該当しない 0 0 －

Ａ 障害者の雇用状況

Ｂ 更生保護の協力雇用
主登録

Ｃ 消防団協力事業所の
登録

障害者の雇用状況等

障害者雇用促進法に基づく雇用状況の報告義務があり法定雇用率以上の雇用が
ある。又は、報告義務がなく１名以上雇用している。

更生保護の協力雇用主の登録がある

消防団協力事業所の登録がある

評価基準評価の細目
評価点（配点）

特別簡易型 簡易型 標準型

Ａ～Ｅのいずれか２項目以上に該当する 2 2 －

Ａ～Ｅのいずれか１項目に該当する 1 1 －

Ａ～Ｅのいずれにも該当しない 0 0 －

Ａ 障害者の雇用状況

Ｂ 更生保護の協力雇用
主登録

Ｃ 消防団協力事業所の
登録

Ｄ やまぐち男女共同参
画推進事業者の認証

Ｅ 地域貢献活動の実績

評価の細目 評価基準
評価点（配点）

その他の取組

障害者雇用促進法に基づく雇用状況の報告義務があり法定雇用率以上の雇用が
ある。又は、報告義務がなく１名以上雇用している。

更生保護の協力雇用主の登録がある

過去１年間に、「しものせき美化美化大作戦」若しくは「しものせき美化美化
キャンペーン」又は清掃、植栽等下関市内の公共施設での企業としてのボラン
ティア活動の実績がある

消防団協力事業所の登録がある

やまぐち男女共同参画推進事業者の認証を受けている
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平成２９年度 落札者決定基準一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配点 配点 配点 配点

工程管理

品質管理

その他配慮すべき事項

工事全般の施工計画 - - 2 -

- - 4 -

総合的なコスト

工事目的物の性能・強度等

社会的要請

工事全般の施工計画 - - - 4

- - - 16

2 2 2 2

2 2 4 4

(-1) 0 (-1) 0 (-1) 0 (-1) 0

1 - 1 1

1 - 1 1

1 - 1 1

7 4 9 9

2 2 2 2

2 2 2 2

1 - 1 1

1 - 1 1

6 4 6 6

地域精通度 - 3 - -

1 1 1 -

1 1 1 -

2 2 2 -

1 1 1 -

5 8 5 -

評価項目 細目

特別簡易型
簡易型 標準型

施工実績型 地域型

換算値 換算値 換算値 換算値

2 -

配点合計 - - 10

(5.000)

(5.000)

企
業
の
技
術
力

簡易な施工計
画について

発注者が求める
施工上配慮すべ
き事項として１項
目を選定

- -

配置技術者の
能力について

主任（監理）技術者の保有する資格

過去８年間の主任（監理）技術者の同種工事
（公共工事）の施工経験の有無

告示前１年間の継続学習（ＣＰＤ）の取組状況

企業の技術的
能力について

技能士等の活用

配点合計 4

過去２年間の下関市発注工事における工事成
績評定点（同種工種）の平均点

過去２年間の指名停止措置の有無

過去３年間の優良工事表彰の有無

-

高度な技術提
案

技術提案と技
術提案に基づ
く施工計画

- - - 12

配点合計 - - - 20

(15.000)

(5.000)

(1.667)

(1.667)

(0.833)

ISO9001,ISO14001の取得状況、
環境への配慮（エコマネジメント等）

労働安全衛生マネジメント等の取得状況

過去８年間の同種工事（公共工事）の施工実績
の有無

(1.429)

(1.429)

(0.714)

(0.714)

(0.714)

(0.556)

(0.556)

(0.556)

(1.500)

(1.500)

(0.556)

(1.111)

(2.222)

(0.556)

10 20 30

5

　 B 更生保護の協力雇用主登録の有無

　 C 消防団協力事業所の登録の有無

男女共同参画に関する取組

配点合計

5

1 5 1 -

2 4

配点合計 5 3 5

(1.333)

(1.333)

(0.667)

(0.667)

(1.000)

企
業
の
地
域
貢
献
度

地理的条件

地域貢献度

過去５年間の災害時緊急対応出動実績

過去３年間の市内在住者の新規雇用の有無

障害者の雇用状況等

　 A 障害者の雇用状況

加算点（満点） 10

(0.200) (0.200)

(0.833)

(0.200)

(0.200)

(0.400)

(1.333)

(1.333)

(0.667)

(0.667)

(0.556)

(1.111)

(2.222)

(0.625)

(0.200)

(0.200)

(0.400)

(1.000)

(1.875)

(0.625)

(0.625)

(1.250)
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平成３０年度 落札者決定基準一覧【案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配点 配点 配点 配点

工程管理

品質管理

その他配慮すべき事項

工事全般の施工計画 - - 2 -

- - 4 -

総合的なコスト

工事目的物の性能・強度等

社会的要請

工事全般の施工計画 - - - 4

- - - 16

2 2 2 2

2 2 4 4

(-1) 0 (-1) 0 (-1) 0 (-1) 0

1 - 1 1

1 - 1 1

1 - 1 1

7 4 9 9

2 2 2 2

1 1 1 2

1 - 1 1

1 - 1 1

1 1 1

6 4 6 6

地域精通度 - 3 - -

1 1 1 -

1 1 1 -

2 2 2 -

4 7 4 -

※1　建築一式工事の場合、過去４年間の平均点とする。

配置技術者の
能力及び担い
手確保の取
組について

地域貢献度

その他の取組

　 A 障害者の雇用状況

　 B 更生保護の協力雇用主登録

　 E 地域貢献活動の実績

　 C 消防団協力事業所の登録

配点合計

主任（監理）技術者の保有する資格

過去８年間の主任（監理）技術者の同種工事
（公共工事）の施工経験の有無

告示前１年間の継続学習（ＣＰＤ）の取組状況

技能士等の活用

5 1 -

加算点（満点） 10 10 20 30

配点合計

企
業
の
地
域
貢
献
度

地理的条件

過去５年間の災害時緊急対応出動実績

過去３年間の市内在住者の新規雇用の有無

(0.500)

1

　 D やまぐち男女共同参画推進事業の認証

配点合計 5 3 5 5

4 2 4 5

 　A　若手技術者の雇用

　 B　女性技術者の雇用

担い手確保の取組

(0.667)

(0.667)

(0.667)

(1.000)

(0.500)

(0.500)

(1.333)

(0.667)

(0.667)

(0.667)

労働安全衛生マネジメント等の取得状況

(0.556)

(0.556)

(1.111)

(2.222)

(0.000)

(0.556)

(0.556)

(0.556)

高度な技術提
案

技術提案と技
術提案に基づ
く施工計画

- - - 12

企業の技術的
能力について

過去８年間の同種工事（公共工事）の施工実績
の有無

(0.714)

(1.500)

(1.500)

(0.000)

(1.111)

(2.222)

(0.000)

(0.556)

配点合計・換算値計 - - -

過去２年間※1の下関市発注工事における工
事成績評定点（同種工種）の平均点

配点合計

(5)

(1.429)

(1.429)

(0.000)

(0.714)

(0.714)

- - 10 -

20

過去２年間の指名停止措置の有無

過去３年間の優良工事表彰の有無

ISO9001,ISO14001の取得状況、
環境への配慮（エコマネジメント等）

(5)

(5)

(15)

評価項目 細目

特別簡易型
簡易型 標準型

施工実績型 地域型

換算値 換算値 換算値 換算値

企
業
の
技
術
力

簡易な施工計
画について

発注者が求める
施工上配慮すべ
き事項として１項
目を選定

- - 2 -

(0.667)

(1.429)

(0.250)

(0.250)

(2.143)

(0.714)

(0.714)

(0.250)

(0.250)

(0.500)

(1.667)

(1.667)

(0.833)

(0.833)

(1.333)

(0.667)
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参考資料１ 

※山口県のホームページより 
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※平成２９年度の状況 

参考資料２ 
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※平成２９年度の状況 
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地域貢献活動の評価に関する留意事項【案】 

 

① 過去１年間（１年前の日の属する年度の４月１日から公告の日の間）にお

いて、「しものせき美化美化大作戦」若しくは「しものせき美化美化キャンペ

ーン」又は清掃、植栽等下関市内の公共施設での企業としてのボランティア

活動のいずれかについて評価する。 

なお、個人としての活動は評価しない。 

 

② 上記活動実績に関する必要事項を所定の様式に記入するとともに、記載し

た活動実績が確認できる資料として、公的機関が証明する資料を添付するこ

と。 

  

※１ しものせき美化美化大作戦などで、市役所内で参加実績が確認できる

ときは、公的機関が証明する資料の添付について、省略を認める場合有

り。 

 

※２ 公的機関の証明は、施設管理者又はボランティア行事を主催する自治

体等の担当課長等による証明。 

                  

 ※３ 様式案については、１８ページ参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料４ 
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地域貢献活動に関する様式【案】 
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２．現場代理人の常駐義務の緩和について 

 

現場代理人の常駐義務の緩和について、次のとおり兼務の要件を緩和するも

の。 

 

項目 旧（現行） 新（改正後） 

兼務件数 

２件まで 
ただし、請負金額１３０万

円以下の工事等の場合は３件

まで可 

３件まで 
ただし、請負金額１３０万

円以下の工事等の場合は４件

まで可 

工事間の 
移動距離 

１０㎞以内 ２０㎞程度以内 

 

 （施行日） 

 平成３０年４月１日 
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現場代理人の常駐義務の緩和に関する取扱要領【改正案】 

※波線は改正予定箇所 

（趣旨）  

第１条 この要領は、工事請負契約書（下関市工事執行規則（平成１７年規則

第２３５号）（以下「規則」という。）様式第１号に規定する工事請負契約書

をいう。）第１０条第３項の規定による現場代理人の常駐義務の緩和に関する

取扱いについて必要な事項を定めるものとする。  

（常駐を要しない期間）  

第２条 実質的に現場が稼働していない次の各号に掲げる期間においては、現

場代理人は、現場への常駐を要しないものとする。  

(1) 契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始さ

れるまでの期間  

(2)  橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、

工場製作のみが行われている期間 

(3) 工事の全部の施工を一時中止している期間  

(4) 上記に掲げる期間のほか、工事現場において作業等が行われていない期

間  

２ 個々の工事における常駐を要しない期間は、設計図書又は工事記録等の書

面により明示することとする。 

３ 第１項に規定する期間のほか、第４条の規定により他の工事との兼務を認

められた工事に常駐している場合は、当該他の工事について常駐義務を緩和

するものとする。 

（兼務の対象工事） 

第３条 現場代理人の兼務を認める対象工事は、次の各号のいずれにも該当す

る場合とする。ただし、発注者が安全管理上等の理由により、兼務を認める

ことが適当でないと判断した場合は、兼務を認めないものとする。  

(1) 兼務しようとする工事が、全て下関市発注工事（上下水道局発注工事及

びボートレース企業局発注工事を含む。）であること。ただし、現場説明

書に現場代理人の兼務の対象工事であることが記載されたものに限る。 

(2) 同一の現場代理人が兼務できる工事は、３件（請負金額が１３０万円以

下の工事又は災害復旧工事を含む場合は、４件）までとすること。ただし、

市長が必要と認める場合はその限りでない。 

(3) 兼務に係るそれぞれの工事の請負金額が３，５００万円（建築一式工事

は７，０００万円）未満であること。 

参考資料５ 
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(4) 対象工事間の移動距離が２０ｋｍ程度以内であること。 

２ 同一敷地内における関連工事又は隣接する現場（５０ｍ以内）の関連工事

については１件の工事とみなし、現場代理人を兼務することができるものと

する。 

（兼務を認める条件）  

第４条 前条に定める工事において、次の各号に掲げる条件をすべて満たす場

合には、現場代理人の兼務を認めるものとする。  

(1) 発注者と常に連絡がとれる体制が確保されていること。  

(2) 第２条第１項に該当する場合を除き、兼務しようとするいずれかの工事

現場に必ず常駐していること。  

(3) 不在時対応者を配置し、安全管理のほか現場の取締りに支障を生じさせ

ないこと。 

（兼務の手続き）  

第５条 受注者は、前条の規定により現場代理人の職務を兼ねさせようとする

ときは、現場代理人兼務届（別記様式）を、当該工事の請負契約締結事務を

担当する課（以下「契約担当課」という。）に提出しなければならない。この

場合において、契約担当課は、現場代理人兼務届が提出された旨を、当該兼

務に係る工事を担当する課（以下「工事担当課」という。）に通知するものと

する。 

（兼務に係る現場代理人の変更等）  

第６条 受注者は、前条の規定により届け出た現場代理人を、第３条又は第４

条の規定により兼務が認められなくなったときその他やむを得ない理由によ

り変更しようとするときは、あらかじめその旨を、当該兼務に係る現場代理

人を変更しようとする工事に係る工事担当課に書面により通知しなければな

らない。この場合における通知書は、規則様式第５号を準用する。 

２ 前項の規定による通知を受けた工事担当課は、その旨を契約担当課に通知

するものとする。 

 （現場代理人の兼務の取消し等） 

第７条 現場代理人を兼務することにより、現場の管理体制に不備が生じ、又

は不良な工事となったとき若しくは不良な工事となる恐れがあると認められ

るときは、発注者は、当該現場代理人の兼務の取り消し、工事成績への反映、

指名停止その他必要な措置を行う。 
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３．総合評点の見直しについて 

① 総合評点の算出方法（概要） 

   経営事項審査の総合評定値通知書による総合評定値（P 点）（＝客観的点

数）に主観的審査事項点数（＝主観的点数）を加えて得た点数を下関市建

設工事競争入札参加者総合評点（以下「総合評点」という。）とする。 

 

  総合評点＝総合評定値通知書の総合評定値（客観的点数）＋主観的点数 

 

主観的点数＝客観的点数× 
工事成績評点

２００
＋

指名停止状況評点

５０
 ＋ 

 

  ※算出方法の詳細は「下関市建設工事競争入札参加者総合評点について」のとおり。 

 

② 主観的点数に係るその他の項目の見直し 

   ＩＳＯ取得の項目（最大 20 点）を削除するもの。 

  （現行）                 （改正後）      

主
観
的
点
数 

その他の項目  主
観
的
点
数 

その他の項目 

 ＩＳＯ取得 
 

ISO 取得 

 

 （改正理由） 

  〇 ＩＳＯの取得状況については、客観的点数（総合評定値通知書の総合

評定値）においても評価されているため。 

  〇 総合評価方式においても、ＩＳＯの取得状況を評価しているため。 

  

（施行日） 

  平成３０年４月１日 

その他の項目

に係る評点の

合計 
今回の見直し箇所  
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下関市建設工事競争入札参加者総合評点について【改正前】 

 

１．総合評点の算出方法 

 

 経営事項審査の総合評定値通知書による総合評定値（P 点）（＝客観的点数）に主観的審

査事項点数（＝主観的点数）を加えて得た点数を下関市建設工事競争入札参加者総合評点

（以下「総合評点」という。）とする。 

                        

主観的点数＝客観的点数×[（工事成績評点①÷２００）＋（指名停止状況評点②÷５０）]  

 

      ＋その他の項目に係る評点の合計③ 

（小数点以下第 1 位を四捨五入） 

 

 ただし、市外に主たる営業所を有する建設業者については、総合評定値通知書の総合評

定値（P 点）（＝客観的点数）を総合評点とする。 

 主観的審査事項は次に掲げる①～③のとおりとする。 

                          

①工事成績評点 

  工事発注年度の直近４年度において、下関市契約部、下関市上下水道局及び下関市ボ

ートレース企業局の発注工事のうち請負金額 500万円以上のものについて完成検査成績

点数を合算し、当該業者が施工した工種別工事の平均成績評点数（小数点以下第 1 位を

四捨五入）を算出。 

  請負金額 500 万円以上の工事実績がない業者は、平均成績評点を 60 点とする。 

  

平均成績評点 
50 

未満 
50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

工事成績評点 -15 -11 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 

 

平均成績評点 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 

工事成績評点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 13 15 

 

平均成績評点 73 74 75 76 77 78 79 
80 

以上 

工事成績評点 17 19 22 25 28 31 34 40 

   

 

参考資料６ 
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② 指名停止の状況 

 工事発注年度の直近２年度において指名停止を受けた業者については、1 件につき次の

表に示すとおり指名停止期間に対応する指名停止状況評点を付与する。ただし、付与の下

限については－10 点とする。 

      

指名停止期間 2 月未満 
2 月以上 

4 月未満 

4 月以上 

6 月未満 
6 月以上 

指名停止状況評点 -1 -2 -3 -4 

 

③  その他の項目 

 ＩＳＯの取得状況 

  下記に係る項目に該当する場合について，それぞれに定める評点を付与する。 

 

ア 本店又は市内のいずれかの営業所等(市内に本店があるものに限る)においてＩＳ

Ｏ9001 に係る認証を取得しているもの（登録業種に係るもの）      ･･･10 点 

イ 本店又は市内のいずれかの営業所等(市内に本店があるものに限る)においてＩＳ

Ｏ14001 に係る認証を取得しているもの（登録業種に係るもの）･･････････････10 点 
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４．条件付き一般競争入札の参加条件に係る総合評点

の上限設定（試行）について 
 

条件付き一般競争入札について、現在、入札参加条件に係る総合評点は、設

計金額にかかわらず、下限となる点数のみを設定しているが、試行的に、上限

を設定するもの。 

 

① 対象工種 

  ・土木一式 

  ・建築一式 

 

② 対象工事（設計金額） 

  設計金額２，０００万円未満 

 

③ 総合評点の設定例 

競争入札 

参加資格 

工種 土木一式工事 

総合評点 ５００点以上７５０点未満 

 ※上記は例であり、実際の下限及び上限の点数は、平成３０年４月以降に総

合評点の分布状況を勘案して決定します。ただし、競争性の確保を図るた

め、工事の特性等によっては個別に下限及び上限の点数を設定する場合も

あります。 

 

 

（施行日） 

 平成３０年４月１日 
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５．設計金額５００万円未満の工事での条件付き一般競

争入札の適用（試行）について 

 

 これまで指名競争入札を適用していた設計金額１３０万円超５００万円未満

の工事において、試行的に、条件付き一般競争入札を適用するもの。 

 

① 現在の設計金額別の入札・契約方法 

設計金額 契約方法 落札者決定方式 

５００万円以上 
条件付き 

一般競争入札 

原則 7 千万円以上 総合評価 

原則 7 千万円未満 価格競争 

５００万円未満 

１３０万円超 
指名競争入札 価格競争 

１３０万円以下 随意契約 価格競争 

 

② 試行対象 

  次の工事から契約課長が選定した工事。 

  ・設計金額：１３０万円超 ５００万円未満 

  ・工  種：全ての工種   

 

③ 条件付き一般競争入札を試行する場合の入札参加条件の概要 

  地域条件：原則として下関市内に本店がある者とする。必要に応じてさら

に詳細な地域条件を設ける。（例：山陰地区など） 

  総合評点：下限及び上限を設定。（例：５００点以上７００点未満など） 

  施工実績：過去の施工実績は、特に必要な場合を除き、求めない。 

 

（施行日） 

 平成３０年４月１日 

 


